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第 180 回 大阪大学吹田キャンパスの長岡半太郎像、楠本長三郎像、及び佐多愛彦

像                筆者：林 久治（記載：2021年 12月 19日） 

（１）前書き 

私（筆者の林）は Random Walks （乱歩）という題名で偏屈老人（林久治）の気
侭な紀行文のサイトを始めている。私の紀行文では、通常の紀行文にはない、斜め
目線からのご紹介を書くことに拘りたいと思います。通常の紀行文に関しては、既
に優れたサイトが沢山ありますので、それらをも引用しつつ、ユニークなご紹介 

を記載することに心掛ける所存です。 

一方、私は日本の銅像探偵団（１）のサイト/）の銅像探索に参加している。私は
珍しい銅像を探して、探偵団の団長さんに「ギャフン！」と仰っていただけること
を目標としている。ここで「珍しい」とは、「➀見つけ難い場所に隠れている有名
人の銅像。②市井で頑張って人生を過ごしたが、有名人ではない人物の銅像」と言
う意味である。私は自宅が東京にあり、孫達が大阪にいるので、主として東京近郊
と近畿地方で銅像探索を行っている。最近、私はネット記事を丹念に調査し、その
ような「スクープ銅像」の候補を多数見つけている。 

武漢肺炎による自粛生活で家に籠っていると、運動不足で体重が増加するし、精

神的にも圧迫を感じる。私の銅像探索は不要不急の活動ではなく、私の生存に必要

不可欠である。東京五輪―パラの開催期間には、東京都の感染者数は 4-5千人/日と

なったが、閉会すると二千人以下に収まっている。やはり、五輪の影響が絶大だっ

たのは明白である。 

10月 17日以来、東京都での患者数は 50人/日以下になり、10月 28日以来は 11

月 9日まで 31人/日以下を保っていた。このような急激な減少は好ましいが、原因

を解明して今後のリバウンドに備えなえればならない。このような感染状況を考慮

して、私と家内は 10月 31日から 11月 9日まで大阪に滞在した。私はこの機会を利

用して、銅像探索を出来る限り決行した。173回の記事/fでは、奈良市の銅像探索の

探索記を記載した。また、大阪で早川徳次像と石坂泰三像を探索し、その探索記を

174回の記事/fに記載した。 

大阪大学吹田キャンパスには多くの銅像があり、その殆どは１）のサイト/に収録

されている。しかし、それらの詳細な情報はあまり記載されていない。私の息子宅

は北千里駅から歩いて 5 分の距離にあり、当駅から阪大までは徒歩で約 15 分である。

そこで、私は運動を兼ねて、大阪滞在の間に 2回、阪大に銅像探索に行った。本稿

はその探索記である。なお、本稿では資料からの引用を緑文字で、私の注釈や意見

は青文字で記載する。 

 

（２）大阪大学吹田キャンパスの地図 

 次ページの図１上に大阪大学吹田キャンパス（以後、阪大と書く）の交通地図を、

図１下には構内図を示す。阪大の最寄駅はモノレールの阪大病院前駅であるが、阪

急北千里駅から阪大千里門までは徒歩で約 15分である。阪大構内は千里丘陵を切り

開いて建設されたので広大である。私が行った 11月上旬では、少し歩くと汗だくに

なってしまい、良い運動になった。大阪滞在中は水泳が出来なかったので、体重が

1kg位増加することを覚悟していた。ところが、帰京して体重を計ると逆に 1kg減

少しており、2kg得した気分であった。（本文は３ページに続く。） 

https://douzou.guidebook.jp/
http://masaniwa.web.fc2.com/RW-173.pdf
http://masaniwa.web.fc2.com/RW-174.pdf
https://douzou.guidebook.jp/
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図１．上：大阪大学吹田キャンパスの交通地図、本図は２）のサイト/lより借用。 

下：大阪大学吹田キャンパスの構内地図、本図は３）のサイト/より借用。①：長岡

半太郎像、②：楠本長三郎像と佐多愛彦像。 

小野原口 

① 

② 

https://e-tamago.jp/study/area/10/osaka-u.html
https://www.eng.osaka-u.ac.jp/ja/access/
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（３）阪大本部前の長岡半太郎像 

 千里門から入構し、阪大本部前（図１下の①地点）に行くと長岡半太郎像があっ

た。その写真を図２に示す。本像台座正面には「長岡半太郎先生」との題字があっ

た。 

 

  

図２．上：阪大本部前の長岡半太郎像、下左：長岡半太郎先生像、 

下右：よく見かける長岡先生の写真。（ウィキペディアより借用） 
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 本像とよく見かける長岡先生の写真（図２下右）とを比べてみると、少々違和感

を感じる。銅像では目の周辺の微妙な表情が写真と少し異なるようだ。本像背面に

は、制作者のサインがあった。それを、図３に示す。「SHINKAI」と読めるので、有

名な「新海竹太郎」であろうか？ 

  

 

 本像の台座背面には銘文が貼付されていた。それには、以下のように書かれてい

た。 

長岡半太郎先生ハ慶應元年六月二十八日九州大村藩藩士長岡治三郎ノ長男ト 

シテ同藩大原郷ニ生マレ明治二十三年帝國大學理科大學助教授同二十九年 

教授同三十年官制改正ニヨリ東京帝國大學教授トナレ以来四十有餘年ノ長キニワ 

タリ理論物理學ノ権威トシテ教育ト研究ニ多大の貢獻ヲセラレ數物理学應用數學 

測地學等ノ分野ニ多クノ偉大ナ功績ヲ擧ゲラレマシタ昭和六年五月大阪帝國 

大學ガ創立サレルニ當リ初代總長トシテソノ基幹トナッタ醫學部ノ整備充實ニ努 

メラレルトトモニ理學部の創設ト優秀ナ學者ノ招聘並ビニ研究設備ノ擴充に心 

魂ヲソソガレ昭和七年大阪工業大學ガ工學部トシテ移管サレルニ際シテハソノ内 

容ノ刷新ヲ圖ラレ尓来學述上ノ識見ト聲望トニヨリ着々目的ヲ達セラレワガ大 

阪大學隆昌ノ基盤ヲ築カレマシタ昭和十二年四月文化勲章ヲ受ケラレ昭和 

二十五年十二月十一日八十五歳ノ天壽ヲ全ウサレマシタ 

 昭和四十一年五月一日建立（なお、昭和 41年は 1966年である） 

  題字  第七代總長 理學博士 赤堀四郎 

  製作             新海竹蔵 

図３． 

左：題字の書き手は赤堀四郎、本像の製作

者は新海竹蔵。 

右：本像背面の製作者サイン。 
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 上記の銘文より、本像の製作者は「新海竹太郎」ではなく、甥の「新海竹蔵」で

あることが判明した。ウィキペディアには、新海竹太郎の経歴が詳しく記載されて

いる。その要点は次の通りである。 

新海竹太郎（1868 年 3 月 3 日-1927 年 3 月 12 日）は、現在の山形県山形市生まれの彫刻家。

仏師の長男に生まれる。初めは軍人を志し、19歳で上京後近衛騎兵大隊に入営。士官候補

生試験に失敗し失意の日々を送っていたが手遊びで作った馬の木彫が隊内で評判を呼び、上

官の薦めもあり彫刻家志望に転じた。1891年の除隊後、後藤貞行に師事。後藤は当時、高

村光雲のもとで楠木正成像の原型の制作に当たっており、その助手を務めた。甥の新海竹蔵

も竹太郎に師事し彫刻家として活躍した。 

４）のサイト/lには、新海竹蔵の経歴が詳しく記載されている。その要点は次の

通りである。 

新海竹蔵（1897年 6月 12日－1968年 6月 13日）は、山形市の仏師の家に長子として生ま

れた。1912年 3月郷里の高等小学校を卒業し、10月上京、伯父の新海竹太郎のもとで彫塑

を修業した。（中略）昭和 41年 5月阪大初代総長、長岡半太郎博士胸像完成。（後略） 

 本像の題字を書かれた赤堀四郎先生は有名な生化学者である。赤堀先生の銅像は

阪大にあり、次回の探索記で紹介する。 

なお、本像の銘文には長岡博士の大阪大学での業績が記載されているのみである。

博士はそれ以外にも多くの要職に就いて、日本の科学（特に、物理学）を牽引され

た。以下に、ウィキペディアの冒頭部分を引用する（博士の業績は、ウィキペディ

アに詳しく記載されている）。 

長岡 半太郎（ながおか はんたろう、1865年 8月 19日（慶応元年 6月 28日） - 1950年

（昭和 25年）12月 11日）は、日本の物理学者。土星型原子モデル提唱などの学問的業績

を残した。また、東京帝国大学教授として多くの弟子を指導し、初代大阪帝国大学総長や帝

国学士院院長などの要職も歴任した。1937年（昭和 12年）、第一回文化勲章受章。正三位

勲一等旭日大綬章追贈。本多光太郎、鈴木梅太郎と共に理研の三太郎と称される。 

 以上のように、東大と理研における長岡博士の活躍が、特に有名である。しかし、

博士の銅像は阪大にあるのみで、東大と理研に無いのが残念である。以上の資料な

どにより、長岡像の概要は次の通りである。 

長岡半太郎先生胸像 

設置場所：大阪府吹田市大阪大学吹田キャンパス 大阪大学本部前庭園 

建立時期：1966年 5月 1日 題字：第七代總長 赤堀四郎 

制作者：新海竹蔵（1897－1968） 

設置経緯：台座背面の銘文に記載されている通り 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.tobunken.go.jp/materials/bukko/9047.html
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（４）医学部の楠本長三郎像と佐多愛彦像 

 医学部前（図１下の②地点）に２基の銅像が設置されていた。その写真を、図４

に示す 

 

図４．医学部前の２基の銅像（図１下の②地点） 

 

図４の向かって右側の胸像の写真を次ページの図５上左に、台座の題字を図５上

中に示す。それには「楠本長三郎先生」と書かれていた。台座背面には銘文があり、

それには次のように書かれていた。 

明治四年一月二十日長崎県西彼杵郡七釜村に生ル三十三年十二月東京帝国大學醫科大學卒業

ト同時ニ三浦内科教室ニ入局後入澤内科ノ創設ニ際シテソノ筆頭助手トナル三十八年五月大

阪大學の前々身大阪高等醫學校教諭トナリ爾来終始一貫内科學教育ト卓越セル診療トニ偉大

ナル功績ヲ擧ゲ阪大今日ノ基盤ヲ築カル大正十三年五月府立大阪醫科大學長兼病院長ニ就任

學内及ビ大阪府市其他有力者ナドトノ協力ヲモトニ心血ヲ傾注シテ學運ノ興隆ヲ計リ昭和六

年五月一日醫及ビ理学學部ヲモツテ大阪帝国大學創設セラル昭和九年六月ヨリ十八年二月マ

デ第二代目総長トシテ醫理工學部ノ充實擴張ト共ニ諸研究機関ヲ學ノ外郭トシテ設立シ近代

大阪文化ノ彂展ニ貢獻スルトコロ大ナルモノガアッタ 

正三位勲一等醫學博士第十二回日本醫學會々頭昭和二十一年十二月六日大阪大學附屬病院ニ

テ逝去セラル享年七十六（明治 4年は 1871年、昭和 21年は 1946年である。） 

昭和三十年五月五日建立 知友門下生（昭和 30年は 1955年である。） 

題字 第三代総長 理學博士 真島利行（図４下右を参照） 

製作 日本美術院同人    新海竹蔵（図４下右を参照） 

上記銘文で、真島と新海の名前が書かれている部分を、図５上右に示す。なお、真

島先生の銅像や略歴は次回の探索記で紹介する。 

（本文は８ページに続く。） 
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図５．上左：楠本長三郎先生像、上中：楠本像台座の題字、下右：楠本像台座銘文

の氏名欄、下左：佐多愛彦先生像、下佐多像台座の題字、下右：佐多像台座銘文の

氏名欄。 
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図４の向かって左側の胸像の写真を図５下左に、台座の題字を図５下中に示す。

それには「佐多愛彦先生」と書かれていた。台座背面には銘文があり、それには次

のように書かれていた。 

佐多愛彦先生ハ明治四年九月十七日鹿児島市ニ生ル十八歳鹿児島醫學校ヲ卒ヘルヤ東京帝国

大學専科ニ進ミテ外科學及ビ病理學ヲ専攻ス二十四歳招カレテ大阪醫學校ノ教諭トナリ次デ

獨國ニ留學シテうゐるひうち‐ぐれる及ビしよてりうす教授ニ師事三十歳帰朝シ間ナク醫學

博士ノ學位ヲ受ク三十二歳推サレテ多難ナル校長ノ任ニ就キ爾来二十餘年内ニ俊英ヲ集メ外

ニ校威ヲ揚ゲ鋭意経營以テ大阪大學今日ノ基礎ヲ完成ス本學ノ恩人ト曰フベシ先生ハ時勢ヲ

明察シテ早ク肺癆科及ビ労働生理學科ヲ創始シ竹尾結核、塩見理化學研究所ヲ新設ス夙ヨリ

醫育統一論ヲ主唱シ更ニ累年文部省ニ單科大學令ノ施行ヲ迫リ其ノ實現ヲ前身大阪醫科大學

ニ見ル大正十三年不燃ノ新病院成ルヲ機ニ五十四歳ニシテ引退ス先生野ニ在ルモ常ニ日獨文

化ノ交流ニ盡粹日獨協會ヲ創始シ常ニ其ノ長タリ大正十五年獨國はれ－市學士院會員ニ推擧

セラル昭和五年第八回日本醫學會ノ大阪ニ開カレテ其ノ會頭トナルヤ西歐ノ顕學多數ヲ招キ

テ國際學會ニ彂展セシム尚多忙ノ間ニモ研究ニ挺身病理細菌學ニ關スル研究二百餘編アリテ

肺癆ニ於ケル混合感染ノ意義ナル論文最モ顯ル先生ノ辯舌及ビ行文ハ其ノ彂表ヲ絢爛タラシ

メタリ亦偉大ナリト曰フベシ昭和二十五年三月四日八十八歳ノ天壽ヲ終ル 

昭和十二年先生ノ徳ヲ慕ヒテ立像ヲ校庭ニ建テタレドモ東亜大戰ニ際シ迫ラレテ供出ス困ツ

テ知友門下相寄リ昭和三十年五月之ヲ再建ス 

題字 第五代総長 醫學博士 今村荒男 製作 新海竹蔵 

（なお、明治 4年は 1871 年、昭和 25年は 1950年である。） 

 佐多先生と今村先生の経歴は、５）のサイト/lに詳しく記載されている。今村先

生の略歴は次の通りである。 

今村 荒男（いまむら あらお、1887年 10月 13日 - 1967年 6月 13日）は、内科学者。元

大阪大学総長。奈良県安堵町生まれ。東京帝国大学卒業。東京帝国大学伝染病研究所を経て、

1925年に佐多愛彦の後任として大阪醫科大學教授に就任、1931年に大阪帝国大学医学部第

三内科初代教授に就任。大阪帝国大学微生物病研究所長を務めた。1946年に第５代大阪帝

国大学総長となった。日本で初めて BCGワクチンの人体接種を行い、結核予防と治療に尽力

した。1951年、日本学士院会員。1960年、文化功労者。 

 以上の資料などにより、楠本像と佐多像の概要は次の通りである。 

楠本長三郎先生胸像 

設置場所：大阪府吹田市大阪大学吹田キャンパス 医学部前 

建立時期：1955年 5月 5日 

制作者：新海竹蔵（1897－1968） 題字 第三代総長 真島利行 

設置経緯：台座背面の銘文に記載されている通り 

 

佐多愛彦先生胸像 

設置場所：大阪府吹田市大阪大学吹田キャンパス 医学部前 

建立時期：1955年 5月 5日（旧像は 1937年に建立されたが戦時供出） 

題字：第五代総長 今村荒男 

制作者：新海竹蔵（1897－1968） 

設置経緯：台座背面の銘文に記載されている通り 

 

http://www.imed3.med.osaka-u.ac.jp/about/professors.html
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